
リスク​

● �炭素税等規制対応に 
よるコスト増加

● �プラスチックの使用制限
によるコスト増加

● �エネルギー価格の上昇
によるコスト増加

● �パーム油価格の上昇に
よるコスト増加

● �洪水被害額の増加

● �気候変動対応が不十分
な場合、レピュテーショ
ン悪化、訴訟リスクや 
損害賠償リスクが増加

● �節水商品売上10.6%増加

● �CO2削減貢献ケミカル製品
売上増加

● �省エネによるコスト削減 約
1.8億円

● �気候変動適応製品売上増加

● �環境対応研究開発の 
投資額・費用 9,069百万円

● �スコープ1排出量削減のICP
換算による経済価値創出 約
1.4億円

戦略

全
体

① �2040年カーボンゼロ、 
2050年カーボンネガティブに
向けた革新的な取り組みの 
推進

② �原材料と廃棄の脱炭素化

拠
点

③ �製造・物流における脱炭素化
（エネルギー効率の向上）

製
品

④ �使用における低炭素化 
（節水・省エネ製品の拡充）

⑤ �社会全体の 
CO2排出削減への貢献

⑥ �気候変動適応製品・技術に 
よるレジリエンスの強化

サプライヤーとの連携強
化活動レベル高評価 企業 
49%※

※ 1~5+のうち、5, 5+の企業数比率

スコープ1+2排出量 
561千t-CO2

再エネ由来電力調達推進購入 
92%、使用78%

高効率機器の導入、 
製造プロセスの省エネ化

スコープ3排出量 
10,287千t-CO2

グローバルコンシューマー
ケア事業製品における削減
貢献量 1,893千t-CO2

ケミカル事業製品における 
削減貢献量 2,592千t-CO2

指標 目標 実績（2025年）

ライフサイクルCO2排出量 
（絶対量）削減率※ ② 
（基準年：2017年） 

※ �スコープ1、2およびスコープ3の 
カテゴリー1、4、11、12の合計値

22%
2030年

17%

製品・サービスによる 
CO2削減貢献量 ②④⑤⑥

10,000
千t

4,485 
千t

スコープ1+2CO2排出量 
（絶対量）削減率 ①③ 
（基準年：2017年）

55%
2030年

47%

使用電力における 
再生可能電力の比率 ③

100%
2030年

78%機会

● �資源利用の効率化による
コスト低減

● �気候変動対応製品の 
売上増加

● �生活者・社会課題解決
への活動展開による、 
企業価値向上

脱炭素​
花王は、2040年カーボンゼロ、2050年カーボンネガティブという高い目標を掲げ、革新的な技術の開発や、ステークホルダーとの
連携によるバリューチェーン全体のCO2排出量削減などに取り組み、次世代に持続可能な未来をつなぐ責任を果たします。

GRI 201-2

戦略 取り組み 財務インパクト

● �グローバルコンシューマーケア
事業製品における削減貢献量  
1,893千t-CO2

● �ケミカル事業製品における 
削減貢献量  
2,592千t-CO2

● �使用段階における 
CO2削減 1.3%

● �TCRによるCO2削減量5,649 
t-CO2 

（スコープ1、工場関連のみ）

環境・社会インパクト

指標と目標　実績リスク

機会

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。
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戦略
「脱炭素」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、事業成長と社会課題

解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
気候変動により平均気温が4℃上昇した場合、社会に極めて大きな影響を及ぼすことが想定

されます。このため、世界全体で気温上昇を1.5℃に抑えることを目指す取り組みに意味のある
貢献を行うことが重要であると認識し、花王は1.5℃シナリオおよび4℃シナリオのもとで財務影
響評価を実施しています。

財務影響は、価格転嫁などの対応を一切行わなかった場合に想定される損失額として算出し
ています。2050年時点における移行リスクとして、パーム油価格の上昇による～791億円、炭
素税による～254億円、包装容器プラスチック規制による～79億円規模の財務影響が発生す
る可能性を予測しています。パーム油の調達リスクについては、両シナリオにおいて、需要に対
して供給がひっ迫し、コストが上昇すると見込んでいます。このリスクに対し、花王は多層的な
アプローチで構造的な依存度を低減し、対策の一つとしてビジネス機会の創出を進めます。限り
ある資源であるパーム油を最大活用するためBio IOS®などの高機能剤原料開発が、その事例
の一つです。さらに藻類由来油脂、未利用バイオマス、CO2などを原料とする代替原材料の利
用研究開発を進めています。

また、調達するパーム油については、温室効果ガス排出の低減に向けて持続可能な調達を推
進するとともに、農園まで含めたトレーサビリティの向上やサプライチェーン管理の強化を継続
します。

また、こうしたイノベーションによる差別化を他社に先んじて戦略的に進めることで、リスク
低減にとどまらず、新たなビジネス機会の創出にもつながると考えています。

物理リスクについては、洪水などにより約4億～46億円の財務影響が発生する可能性を見込
んでいます。一方、緩和に貢献する機会として、グローバルコンシューマーケア事業では節水・
節電製品やプラスチックごみ削減製品、ケミカル事業では顧客の気候変動リスク低減に資する
製品の需要が高まると予想されます。

さらに、適応の機会として、地球温暖化に対応するUVケアやセルフタンニングなどのスキン
プロテクション事業、ならびに消毒、洗浄、忌避剤といった感染症リスクを軽減する製品の需
要が高まると予想されます。花王は、「花王 サステナブル商品開発方針」に沿った商品開発を
推進することで、気候変動に伴うリスクを低減するとともに、ビジネス機会の創出につなげてい
きます。

● �気候変動に伴う衛生環境の悪化
● �気候変動がもたらす生物多様性の喪失
● �化石燃料への依存による資源枯渇とエネルギー問題
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評価項目 評価した財務影響

2050年における財務影響
（単位：億円） 

※ 価格転嫁など何も対応しなかった場合の
損失金額

花王の対応状況

1.5℃シナリオ 4℃シナリオ

リスク
移行

政策・
法規制

炭素税の導入・引き上げ 炭素税導入・引き上げによる操業コスト上昇 -254 -93 ・2030年 スコープ1+2排出量削減目標を設定し、計画的に設備投資を推進

プラスチック規制の
導入

化石由来容器包装原料に対する課税 -79 ー ・リデュースイノベーション：革新的な包装容器によるプラスチック使用量削減
・製品廃棄物の削減：eコマース強化、AI予測活用による在庫精緻化 
・�リサイクルイノベーション：品質／コストを両立する、水平リサイクル技術の開発、

ステークホルダーとのリサイクルシステムの構築再生プラスチック使用義務化によるコスト増 -46 ー

市場

エネルギー価格の上昇 電力小売価格の変動 -11 -11 ・再エネ調達：コーポレートPPA採用による固定価格での長期安定確保など
・太陽光発電設備の導入推進

原材料価格の上昇
化石由来原材料価格の上昇 ー※1 ー※1 ・製品設計の深化による化石由来原材料削減の検討を継続

パーム油の調達価格の上昇※2 -791 -761 ・限りある資源であるパーム油の最大活用：高機能剤原料開発（Bio IOS®）
・代替原材料（藻類由来油脂、未利用バイオマス、CO2等）の利用研究開発促進

物理 急性 異常気象の激甚化 洪水被害額の増加 -4 -46 ・BCPを考慮した生産体制の構築
・サプライヤー向けリスク調査の実施

機会 製品・ 
サービス

＜緩和＞
・�グローバルコンシューマーケア事業：エシカル製品（節水・節電・プラスチックごみ削減・第三者認証ラベル品 等）

の事業伸長
・ケミカル事業：顧客の気候変動リスク低減に資する製品の伸長
・共通：CCUS（CO2利活用）技術を活用した製品の普及
＜適応>　
・気温が高くても清潔・快適な暮らしに貢献する製品の伸長 （洗浄、抗菌、制汗剤、忌避剤 等）
・�強い日差しから肌を守る製品の伸長（スキンプロテクション事業） 

スキンプロテクション事業（UVケア、セルフタンニング 等）の2030年売上目標 1,000億円

・「花王 サステナブル商品開発方針」に沿った商品開発推進
・「サステナブルケミカル製品」の販売推進

※1 調査時点で、地政学リスクの高まりによりすでに原材料価格が高騰・高止まりしており、財務影響として現れなかった。
※2 過去のパーム油／核油の価格推移を参考に、重回帰分析の手法を導入して将来価格を推計

主な事業リスクと機会
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 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、花王は以下の戦略を策定しています。
花王は、気候変動の緩和を基軸に、社会全体の排出削減への貢献と、変化する環境への適

応を通じて、持続可能な社会の実現と事業成長の両立を目指します。本テーマは中期経営計画
「K27」の基本方針「持続可能な社会に欠かせない企業になる」に直結する中核戦略です。

自社の温室効果ガス排出削減を徹底し、原料調達から製造、物流、使用、廃棄までのライフ
サイクル全体で低炭素化を推進します。再生可能エネルギーの導入や省エネルギー設備の拡大
を進めるとともに、2030年の中期目標をマイルストーンとして設定し、進捗管理を行いながら、
2040年カーボンゼロ、2050年カーボンネガティブの実現を目指します。

自社のバリューチェーンにおける温室効果ガス排出削減を徹底し、ライフサイクル全体で低炭

素化を推進します。原材料調達ではサプライヤーとの共創による低炭素原料の採用や再生素材
の活用を行います。 自社工場ではインターナルカーボンプライシングの運用を通じて低炭素設
備への投資を促進し 、再生可能エネルギーの活用拡大や総合的な脱炭素の取り組みによる原
単位改善を進めます。物流では輸送効率化や物流網の最適化を行います。生活者の使用段階で
は節水・省エネ機能を備えた製品の普及を進め、エネルギー・水使用量を削減します。生活者
による廃棄段階では、つめかえ・つけかえ用製品や濃縮化、廃棄物の再資源化などによるCO2

排出削減を進めます。
2040年カーボンゼロは、スコープ1+2+3のライフサイクル全体での排出量を実質ゼロにする

ことをめざします。まずは自社による排出削減を最大限推進した上で、残余排出に対して炭素固
定化技術やカーボンリサイクル技術などを活用します。2050年には、これらの技術の活用拡大

脱炭素2040年「カーボンゼロ」、2050年「カーボンネガティブ」実現に向けたロードマップ
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を通じて、カーボンネガティブの実現をめざします。カーボンゼロ・カーボンネガティブの実
現は、企業単独で完結するものではなく、エネルギー転換や資源循環、社会インフラの変革、
炭素固定化・カーボンリサイクル技術の社会実装など、社会全体で取り組むべき大きなチャレ
ンジであると認識しています。そのため花王は、自社での排出削減努力を継続するとともに、サ
プライチェーンや業界横断での連携を通じて、社会全体の脱炭素化への貢献をめざします。

なお、炭素除去・オフセットに係るクレジットの活用については、自社での排出削減を優先
することを前提に、信頼性や技術成熟度、地域ごとの再生可能エネルギー導入状況などを踏ま
え、必要に応じて導入を検討します。

また、製品や技術を通じた社会全体の排出削減への貢献を拡大します。節水・省エネ機能
を備えた製品や包装容器省資源化、廃 PETを活用した高耐久アスファルト改質剤などの提供
を通じて、CO2 削減を支援し、生活者や産業の脱炭素化を後押しします。

さらに、気候変動の影響が進行する中で、人々の暮らしと地域のレジリエンスを支える製品
開発を強化します。高温環境や紫外線に対応するスキンプロテクション事業、インフラの耐久
性を高めるニュートラック事業などを通じて、気候変動への適応を新たな価値創出と成長機
会につなげていきます。

① �2040年カーボンゼロ、2050年カーボンネガティブ実現に向けた革新的な取り
組みの推進

「2040年カーボンゼロ」「2050年カーボンネガティブ」という、高い目標の実現に向け、革新的
な技術とソリューションにより気候変動リスクを低減するとともに、新たな事業機会を創出する。

② 原材料と廃棄の脱炭素化
原料の製造・調達段階から、製品使用後の廃棄・リサイクルに至るまで、資源の循環を視野

に入れた一体的な脱炭素化を推進する。サプライヤーとの共創による低炭素原料の採用や再生
素材の活用、廃棄物の再資源化などを通じて、バリューチェーン全体での排出削減を実現し、
持続可能な原材料調達基盤と事業競争力の強化を図る。
関連する取り組み: �P153  原材料における取り組み（緩和）、P156  廃棄・リサイクルにおける取り組み（緩和）、 

P156  ステークホルダーとの主な協働事例

関連する取り組み: P155  使用における取り組み（緩和）、P155  社会全体のCO2排出量削減に貢献する取り組み

関連する取り組み: P153  生産（工場・事務所・ロジスティクスセンター）における取り組み（緩和）、P155  輸送における取り組み（緩和）

③ 製造・物流における脱炭素化（エネルギー効率の向上）
生産・供給プロセス全体におけるエネルギー起源排出量の削減を加速し、環境負荷の最小化

と事業基盤の強化を図る。インターナルカーボンプライシングの運用を通じて低炭素設備への
投資を促進し、再生可能エネルギーの活用拡大や総合的な脱炭素の取り組みによる原単位改善
を進める。また、輸送効率化や物流網の最適化を組み合わせることで、製造から供給に至るまで
のプロセス全体で脱炭素化を推進し、持続可能で強靭なサプライチェーンを構築する。

④ 使用における低炭素化（節水・省エネ製品の拡充）
製品の使用段階におけるエネルギー・水使用量の削減を通じて、生活者や社会全体のCO2

排出量の低減を図る。高効率な洗浄・すすぎ技術や節水・省エネ機能を備えた製品の開発・
普及を進め、使用時の環境負荷を継続的に改善する。これにより、生活者が日常の中で低炭素
行動を実践できる仕組みを提供し、社会全体での排出削減と花王ブランドの持続的な価値向上
を両立させる。

⑤ 社会全体のCO2排出削減への貢献
花王は、製品を通じて社会全体のCO2 排出削減に貢献し、生活者の低炭素な暮らしと顧客企

業の事業活動における排出削減の双方に寄与する。
グローバルコンシューマーケア事業製品では、節水・省エネ・つめかえ・再利用などの工夫

を取り入れ、日常生活の中で排出削減を実現する製品群を拡充する。
ケミカル事業製品では、顧客企業の製品や素材に活用される環境配慮型原料の開発・供給を

進め、幅広い分野における低炭素化を促進する。
これらの取り組みを通じて、花王は社会全体の排出削減に継続的に寄与するとともに、脱炭

素社会の実現に向けた価値創造を進めていく。

⑥ 気候変動適応製品・技術によるレジリエンスの強化
気候変動による高温化や自然災害の増加など、生活環境や社会インフラへの影響に対応する

ため、花王は人々の暮らしと地域社会のレジリエンス向上に資する製品・技術の開発を推進する。
グローバルコンシューマーケア事業製品では、強い紫外線や高温環境に対応するスキンプロ

関連する取り組み: �P155  社会全体のCO2排出量削減に貢献する取り組み

関連する取り組み: �P153  原材料における取り組み（緩和）、P153  生産（工場・事務所・ロジスティクスセンター）における取り組み（緩和）、 

P155  輸送における取り組み（緩和）、P155  使用における取り組み（緩和）、P156  廃棄・リサイクルにおける取り組み（緩和）
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戦略のレジリエンス
花王は、TCFD提言に基づく気候変動リスクと機会のシナリオ分析を実施し、長期的な事業レ

ジリエンスの評価・強化に取り組んでいます。本分析を通じて、物理リスクや移行リスクへの対
応に向けた戦略の妥当性を確認するとともに、多様な気候変動シナリオの下においても、事業の
持続可能性を確保できる体制を整えています。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗

状況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その
達成状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進してい
ます。

ライフサイクルCO2(絶対量)の削減率は、2025年時点で17%に達しました。2030年目標の
22%に向け、残り5年間で累積5％（年平均1％）の削減に対し、2024年から2025年の1年間
の削減率は1％でした。スコープ1+2 CO2(絶対量)の削減率は、2025年時点で47%に達しまし
た。2030年目標の55%に向け、残り5年間で累積8％（年平均2％）の削減に対し、2024年か
ら2025年の1年間の削減率は6％でした。使用電力における再生可能電力の比率の2025年時
点での進捗は、2030年目標100％に対し78%であり、残り5年間で累積22％（年平均4%）の
削減に対し、2024年から2025年の1年間の削減率は9％でした。製品・サービスによるCO2

削減貢献量の2025年時点での進捗は、2030年目標10,000千t-CO2に対し4,485千t-CO2（達
成率45%）であり、残り5年間で累積55％（年平均11%）の削減に対し、2024年から2025年
の1年間の削減率は2％でした。削減貢献量の残り5年間での目標達成に向け、グローバルコン
シューマーケア事業製品では節水型洗剤の展開や包装容器省資源化の拡大など、ケミカル事業
製品では廃PETを活用したアスファルト改質剤や機械部品輸送時におけるサビを防ぎ洗浄プロ
セスのCO2 排出量を削減する防錆洗浄剤などの販売拡大などとともに、新たに削減貢献に資す
る製品の開発を進めます。

財務インパクト
● ��節水商品売上 10.6%増加
● ��CO2削減貢献ケミカル製品売上増加
● ��省エネによるコスト削減 1.8億円
● ��気候変動適応製品売上増加
● ��環境対応研究開発の投資額・費用 9,069百万円
● ��スコープ1排出削減のICP換算による経済価値創出 約1.4億円

環境・社会インパクト
● �グローバルコンシューマーケア事業製品における削減貢献量1,893千t-CO2

● �ケミカル事業製品における削減貢献量 2,592千t-CO2

● �使用段階におけるCO2削減 1.3%
● �TCRによるCO2削減量 5,649 t-CO2（スコープ1、工場関連のみ）

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。

関連する取り組み: �P157  適応に対する取り組み

テクションや、衛生・健康を守る製品など、気候変動下でも快適で安全に暮らせるソリューショ
ンを提供する。

ケミカル事業製品では、廃PETを活用した高耐久アスファルト改質剤や、インフラ素材の性能
向上を支える原材料など、社会基盤の耐候性・耐久性を高める製品を展開する。

これらの取り組みを通じて、花王は気候変動の影響に適応しながら、社会の安全・安心と企
業の持続的成長を両立させるレジリエントな事業基盤を構築する。
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■ 日本　■ アジア　■ 米州　■ 欧州

エネルギー使用量の推移（全拠点）

※ �集計対象拠点：花王グループの全拠点 (Oribe Hair Care, 
LLC、Washing Systems, LLC を除く)、日本の営業車含む

※ 保証対象はエネルギー使用量
※1 �GHGプロトコルを参照し、算定範囲の見直しにより、花王

グループに属する伊野紙株式会社のエネルギー使用量を、
基準年である2005年に遡及して過年度データを修正してい
ます。

18.2※1 16.9※1 16.7※1 16.1 

■ 日本　■ アジア　■ 米州　■ 欧州

温室効果ガス排出量の推移（全拠点）

※ �集計対象拠点：花王グループの全拠点 (Oribe Hair Care, 
LLC、Washing Systems, LLC を除く)、日本の営業車含む

※ �集計対象ガス：京都議定書に定める7ガス（日本以外の拠点
はCO2のみ）

※ 保証対象は温室効果ガス排出量
※1 �GHGプロトコルを参照し、算定範囲の見直しにより、花王

グループに属する伊野紙株式会社の温室効果ガス排出量
を、基準年である2017年に遡及して過年度データを修正し
ています。本修正による影響はスコープ1および2合計の基
準年排出量の約1%です。

●  絶対量削減率

0
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2017 2022 2023 2024 2025

（%）

(年)

(千t-CO2e)
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0

1,068※1

789※1 699※1 625※1 561 

0

-26※1
-35※1

-41※1 -47

※ �日本国内および海外で販売した製品の単位数量あたりの製品ライフ
サイクル（ただし、自社グループの生産工程、物流工程を除く）を通
じたCO2排出量に当該製品の年間の売上数量を乗じて算出した値
に、自社グループの生産工程、物流工程を通じたCO2排出量の実績
値を合算したものです。ただし、ケミカル事業製品の使用および廃
棄に関するCO2排出量は含んでいません。

※ 保証対象はCO2排出量および絶対量削減率
※ ()内は旧定義による値 
※1 �スコープ3排出量の算定精度向上のため、2025年より一部事業

において製品群単位からSKU単位への算定方法へ変更しました。
本修正によりスコープ３の基準年排出量は約350千トン増加しま
した。2024年実績はSKU単位で再算定を行い旧手法との差分を
算出しています。2017年から2023年までの過年度データについ
ては、当該差分をもとに遡及修正しています。

製品ライフサイクル全体のCO2排出量の推移 
（花王グループ）

0
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12,000

18,000

2017 2022 2023 2024 2025

(千t-CO2e) （%）

(年) -35

0

■ CO2排出量　●  絶対量削減率

12,27512,275※1※1

0
-6※1※1
（-6）

-12※1※1
（-12）

-17  

11,56111,561※1※1
10,81310,813※1※1

10,33110,331※1※1
10,192 10,192 

-16※1※1
（-15）

18.1※1

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2017年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①②③ 
④⑤

ライフサイクルCO2排出量（絶対量）
削減率（基準年：2017年）

0% 
 ※1※2

6% 
※1※2 

（6%）

12% 
※1※2

（12%）

16% 
※1※2 

（15%）
17% 22% 2030

③

スコープ1+2 CO2排出量（絶対量）
削減率（基準年：2017年）

0%※1 26%※1 

（26%）
35%※1 

（35%）
41%※1 

（42%） 47% 55% 2030

使用電力における再生可能電力の
比率 ー 48%

（49%）
57%

（57%）
69%

（69%） 78% 100% 2030

※ SBTi（Science Based Targets initiative）より科学的根拠に基づく温室効果ガス削減目標の認証を取得
※ ()内は旧定義による値
※1 �算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社のスコープ1およびスコープ2排出実績（約1.1万t ／年）を2025年

より反映し、2017年まで遡及して過年度データを修正しています。本修正による影響はスコープ1および2合計の基準年排出量の約
1％であり、全体傾向に大きな変更はありません。

※2 �スコープ3排出量の算定精度向上のため、2025年より一部事業において製品群単位からSKU単位への算定方法へ変更しました。
2024年実績はSKU単位で再算定を行い旧手法との差分を算出しています。2017年から2023年までの過年度データについては、当
該差分を基に遡及修正しています。
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※5 �集計対象拠点：花王グループの全拠点（Oribe Hair Care, LLC、Washing Systems, LLCを除く）、
日本の営業車含む 
集計対象ガス：京都議定書に定める7ガス（日本以外の拠点はCO2のみ）

※6 �スコープ別排出量はGHGプロトコルイニシアティブの定義に従う 
スコープ1：企業・組織が自ら排出するGHG排出量 
スコープ2：購入した電力・熱等の間接的なGHG排出量

※7 �排出係数 
スコープ1：原則として地球温暖化対策推進法で定める係数を使用しています。 
スコープ2：原則として各国法規等の固有の係数を使用し、固有の係数を把握できない場合は、国際
エネルギー機関（IEA）で公表されている国別係数を使用しています。

※8 �日本国内および海外で販売した製品の単位数量あたりの製品ライフサイクル（ただし、自社グループの
生産工程、物流工程を除く）を通じたCO2排出量に当該製品の年間の売上数量を乗じて算出した値に、
自社グループの生産工程、物流工程を通じたCO2排出量の実績値を合算したものです。ただし、産業
界向け製品の使用および廃棄に関するCO2排出量は含んでいません。

カテゴリー1：購入した製品・サービス
日本および海外で販売した製品の単位数量あたりの原材料のCO2排出量に当該製品の年間の売上数量を
乗じて算出した値。
原材料のCO2排出量は購入した原材料の重量にインベントリデータ（サプライヤー調査、文献値、市販デー
タベースなどを利用）を乗じることにより算出。

カテゴリー4：輸送、配送（上流）
日本および海外で荷主として輸送した製品のCO2排出量。
日本は省エネ法の基準にのっとり算出。海外は日本の数値を基準に花王で算出。国際輸送は算定対象外。

カテゴリー11：販売した製品の使用
日本および海外で販売した製品の単位数量あたり使用時のCO2排出量に当該製品の年間の売上数量を乗
じて算出した値。
ただし、産業向け製品は含んでいません。
使用時のCO2排出量は使用時の水、お湯、電力の消費量にインベントリデータ（文献値、市販データベー
スなどを利用）を乗じることにより算出。

カテゴリー12：販売した製品の使用者による廃棄
日本および海外で販売した製品の単位数量あたりの廃棄・リサイクルのCO2排出量に当該製品の年間の
売上数量を乗じて算出した値。
ただし、産業向け製品のCO2排出量は含んでいません。
廃棄・リサイクルのCO2排出量は製品の中身と包装容器に分かれ、中身は化石由来炭素がすべてCO2に
変換されるとして計算し、包装容器は材質ごとに焼却、埋立、リサイクルなどの処理方法に各国の実績に
応じた割合で割り振られた重量にインベントリデータ（文献値、市販データベースなどを利用）を乗じるこ
とにより算出。

花王は、拠点の省エネ・廃棄物等削減活動と製品のライフサイクルに関係するカテゴリー1、3、4、5、11、
12に重点を置いています。
花王ではスコープ3のカテゴリー1、11、12においてLCAの考え方をもとに集計しています。
詳細なLCA
日本で販売したSKUの単位数量あたりのCO2排出量に当該SKUの年間売上数量を乗じて算出
簡易なLCA
アジア、米州、欧州で販売した製品群の単位数量あたりのCO2排出量に当該製品群の年間売上数量を乗
じて算出

温室効果ガス排出量の定量化は、活動量データの測定、および排出係数の決定に関する不確実性ならび
に地球温暖化係数の決定に関する科学的不確実性にさらされています。

GHGプロトコル(The Greenhouse Gas Protocol ：A Corporate Accounting and Reporting 
Standard)を参照し、算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社のスコープ1,2排
出量ならびにライフサイクルCO2排出量推計値を、基準年である2017年に遡及して反映しています。

 指標と実績

戦略 指標
実績

2017年 2022年 2023年 2024年 2025年 単位

③

温室効果ガス排出量（全拠点）※5 1,068 ※1 789 ※1 699 ※1 625 ※1 561 

千t- 
CO2e

スコープ1  
温室効果ガス 
排出量※6

日本 278 ※2 246 ※2 229 ※2 213 ※2 207
アジア 290 256 237 221 206
米州 43 51 46 41 46
欧州 49 48 34 35 28
合計 660 ※2 602 ※2 546 ※2 509 ※2 486 

スコープ2  
温室効果ガス 
排出量※7

日本 178 ※3 7 ※3 4 ※3 4 ※3 5
アジア 208 173 143 109 69
米州 14 7 5 2 1
欧州 8 1 0 1 0
合計 408 ※3 187 ※3 154※3 116※3 75 

②
③
④

製品ライフサイクル全体のCO2排出量 
（花王グループ）※8 12,275 ※1※4 11,561 ※1※4 10,813 ※1※4 10,331 ※1※4 10,192 

スコープ3
温室効果 
ガス排出量

1. 購入した製品・サービス 4,852 ※4 4,434 ※4 4,206 ※4 4,092 ※4 4,053 
2. 資本財の建設・建造 239 285 281 281 305
3. �スコープ1・2に含まれない燃料

およびエネルギー関連活動 29 58 57 56 55

4. 輸送、配送（上流） 253 241 234 238 255 
5. 事業から出る廃棄物 58 66 58 58 57
6. 出張 4 5 4 4 4
7. 雇用者の通勤 18 18 18 17 14
8. リース資産（上流） 0 0 0 0 0
9. 輸送、配送（下流） 97 109 104 100 79
10. �販売した製品の使用者に 

よる加工 119 131 128 140 139

11. �販売した製品の使用 4,687 4,680 4,349 4,107 4,077 
12. �販売した製品の使用者に 

よる廃棄 1,415 1,417 1,324 1,268 1,246 

13. リース資産（下流） 0 0 0 0 0
14. フランチャイズ 0 0 0 0 0
15. 投資 8 5 8 8 2
合計 11,779 ※4 11,449 ※4 10,772 ※4 10,369 ※4 10,287

※1 �算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社のスコープ1およびスコープ2排出実績（約1.1万t ／年）を2025年より反映し、2017年まで遡及して
過年度データを修正しています。本修正による影響はスコープ1および2合計の基準年排出量の約1％であり、全体傾向に大きな変更はありません。

※2 �算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社のスコープ1排出実績（約7千t ／年）を2025年より反映し、2017年まで遡及して過年度データを修
正しています。本修正による影響はスコープ1の基準年排出量の約1%であり、全体傾向に大きな変更はありません。

※3 �算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社のスコープ2排出実績（約4千t ／年）を2025年より反映し、2017年まで遡及して過年度データを修
正しています。本修正による影響はスコープ2の基準年排出量の約1%であり、全体傾向に大きな変更はありません。

※4 �スコープ3排出量の算定精度向上のため、2025年より一部事業において製品群単位からSKU単位への算定方法へ変更しました。2024年実績はSKU単位で再算定を
行い旧手法との差分を算出しています。2017年から2023年までの過年度データについては、当該差分をもとに遡及修正しています。本修正によりスコープ３の基準
年排出量は約350千トン増加しました。
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※9 集計対象拠点：花王グループの全拠点、日本の営業車含む
※10 �GHGプロトコルを参照し、 算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社のエネルギー使用量を、 基準年である

2005年に遡及して反映しています。

戦略 指標
実績

2005年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 単位

③ エネルギー使用量（全拠点）※9 18.1※10 18.6※10 18.2※10 16.9※10 16.7※10 16.1 PJ

※12 集計対象：花王（株）および（株）カネボウ化粧品
※13 保証対象はCO2排出量

※15 �花王は日本国内の購入電力の再生可能エネルギー化100％を2023年に達成したことを公表しましたが、この結果は花王グループに
属する伊野紙株式会社が算定範囲に含まれていない結果です。伊野紙株式会社を算定範囲に含め、購入電力の再生可能エネルギー
化率を遡及して修正した結果、 2023年は97%、2024年97%となります。

※ ()内は旧定義による値
※14 �算定範囲の見直しにより、花王グループに属する伊野紙株式会社の再エネ由来電力の比率を2025年より反映し、2021年まで遡及し

て過年度データを修正しています。

戦略 指標
実績

2017年 2022年 2023年 2024年 2025年 単位

③
輸送時のCO2 

排出量（日本）
※12 ※13

98 102 99 99 98 千t-CO2e

絶対量削減率 0 5.8 1.4 0.7 -0.2 ％

戦略 指標
実績

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 単位

③ 再エネ由来電力
（グローバル）

購入電力に対
する比率 51※14 63※14 71※14 86※14 92

％
使用電力に対
する比率

39※14 

（40）
48※14 
（49）

57※14 
（57）

69※14 
（69） 78

戦略 指標
実績

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 単位

③ 再エネ由来電力
（日本）

購入電力に対
する比率 84※15 95※15 97※15 97※15 97 ％

戦略 指標
実績

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 単位

全体
CDP 
による
評価

気候変動 A A A A A A

ー

フォレスト（パーム油
/木材） A / A- A / A A / A A / A A A

水セキュリティ A A A A A A
サプライヤー 
エンゲージメント A A A A A A

戦略 指標
実績 

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 単位

③

電気・ 
蒸気等 
購入量※11

電気 7,934 7,634 7,062 6,836 6,748

TJ
熱 0 0 0 0 0

蒸気 232 210 201 192 178

冷却 0 0 0 0 0

燃料 
種別 
消費量

天然ガス 8,723 8,553 7,847 8,071 7,472

TJ

軽油 1,095 1,077 938 851 843

ガソリン 104 110 109 103 94

その他 126 123 116 105 99

廃植物油（熱回収） 304 346 252 299 321

ガバナンス
取締役会の監督のもと、気候変動問題に関するリスク管理は内部統制委員会およびESGコ

ミッティ、機会管理はESGコミッティで行っています。
さらに、脱炭素目標の進捗管理と戦略を一体的に推進するため、ESGコミッティの下部組織と

して、脱炭素ステアリングコミッティを設置しています。
ESGコミッティは活動状況を取締役会に定期報告し取締役会の監督を受けています。
2020年よりKirei Lifestyle Planを推進するための必須知識が学べる社員向けeラーニング

プログラムの配信を開始し、従業員にエネルギーの効率的な利用を促しています。
Our ESG Vision & Strategy > ガバナンスP62

※11 電気は、一次エネルギー換算熱量で算定しています（日本は受電端、日本以外は発電端基準）
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 取り組み
花王では、脱炭素社会の実現に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取り組み

は、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されています。
ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

全体

① �2040年カーボン 
ゼロ、2050年 
カーボンネガティブ
に向けた革新的な 
取り組みの推進

脱炭素ステアリ
ングコミッティ
における戦略 
議論

② �原材料と廃棄の 
脱炭素化

原料の 
低炭素化

バイオマスを
利用したプラス
チックや原料の
利用

サプライヤーとの
連携（パートナーサ
ミット・CDP 
サプライチェーン）

炭素化リサイクル
技術の社会実装

拠点

③ �製造・物流に 
おける脱炭素化 

（エネルギー効率 
の向上）

使用エネルギー
の削減

よりクリーンな 
エネルギーの 
使用

購入電力の 
再エネ化（アジア
での調達拡大） 

適切なインター 
ナル・カーボン・ 
プライシング価格
の設定と設備 
投資への活用

製品

④ �使用における 
低炭素化（節水・
省エネ製品の拡充）

節水製品の拡充
衣料用洗剤に 
おけるすすぎ 
1回製品の拡充

泡切れ・すすぎ性
が良い洗浄剤の 
拡売

⑤ �社会全体の 
CO2排出削減への
貢献

削減貢献製品の
拡充

行政やNGOと
の連携 流通との連携

企業広告「もった
いないを、ほっと
けない。」による企
業姿勢の伝達

⑥ �気候変動適応製品・
技術による 
レジリエンスの強化

UVケア製品 
などスキン 
プロテクション
製品の拡売

忌避剤など 
感染症対策 
製品の拡売

制汗剤など 
夏物製品の拡売

生産・物流拠点
の物理リスクへの
対応

 管理プロセス​
脱炭素社会の実現に向けたリスク・機会に対する取り組み状況については、下記のとおり計

画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図っています。また、
1年を通じて、脱炭素ステアリングコミッティにてPDCAにおける課題について審査し、活動改
善を図っています。

P（計画策定）
翌年活動設計（11、12月）、目標承認（2月）

D（活動実施）
改善・推進活動（2月～）

C（活動結果評価）
活動結果集計（4月～）、サステナビリティレポートにて活動結果報告（6月）、CDPにて活動

結果報告（10月）

A（是正）
振り返り・改善点抽出（10月）

リスク・機会管理

 方針​
花王では「脱炭素」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイドラインとして次の方針を

策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。
・�環境・安全の基本理念と基本方針 

https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environment-safety-policy/

・� 花王レスポンシブル・ケア方針 
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/responsible-care-policy/

・� 花王 環境宣言 
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environmental-statement/

・� 花王 サステナブル商品開発方針 
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/product-development-policy/

・� 「ハイリスクサプライチェーンからの調達」における行動指針 
 https://www.kao.com/jp/sustainability/we/procurement/procurement-supply-chain/
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パートナーサミット
重要サプライヤーをお招きしたパートナーサミットを開催し、脱炭素への取り組みを含む

花王のESGに関する取り組みを説明するとともに、協力を要請しています。サステナビリティ
調達（Sedex加入、CDPサプライチェーン参加など）および安定調達（原材料のトレーサビ
リティ、BCP対応など）の強化に向けて、サプライヤーとの協力体制の強化を図っています。

CDPサプライチェーンプログラム（気候変動・森林・水）
花王は、2009年に日本企業として初めてCDPサプライチェーンプログラム（気候変動・

森林・水）に参加しました。このプログラムを通じて、サプライヤーに対してCO2削減活動
を積極的に進めるよう働きかけるとともに、その取り組み状況を評価し、フィードバックを
行っています。これにより、サプライヤーとの連携を深め、サプライチェーン全体の脱炭素
化を推進しています。

これらの取り組みが評価され、花王はCDPの「サプライヤーエンゲージメント評価」で
最高評価である「サプライヤー・エンゲージメント・リーダー」に8年連続で選定されま
した。

2025年のCDPサプライチェーンプログラムを活用した花王独自のサプライヤー調査
結果は以下となります。

2025 年は、気候変動、水セキュリ
ティ、フォレストの各分野において、調
査対象サプライヤーを見直しました。
今後もCDPサプライチェーンプログ
ラムを活用し、サプライヤーとのエン
ゲージメントを継続していきます。

原材料における取り組み（緩和）
地域：グローバル

対応する戦略：①②

生産（工場・事務所・ロジスティクスセンター）​
における取り組み（緩和）

地域：グローバル

対応する戦略：①③

花王は、すべての工場においてエネルギー効率の改善に関する目標に向けた取り組み
を推進し、エネルギー消費の状況を年次でモニタリングしています。この取り組みは、本
社が統括し、各工場のエネルギー責任者が実行する体制を構築しています。

工場のエネルギー効率化の取り組みは、拠点ごとに異なるさまざまな特性に合わせ、
最適な手法を選択しています。例えばBPT（Best Practice Technologies）機器やヒー
トポンプなど高効率機器の導入、機器の効率的運用や省エネ活動などを実施しています。

日本の工場では年次のモニタリングに加えて月次の自己点検をしています。日本の工
場における2025年の省エネ活動は177件あり、CO2 削減量とコスト削減額はそれぞれ
年間で3千トン、約1.8億円となりました。

また、追加性のある再エネ導入のため、太陽光発電の導入を推進しています。2025年
は豊橋工場自動倉庫、花王インドネシアのカラワン工場、上海花王、すみだ事業所に増
設した太陽光発電が発電を開始しました。

さらに、エネルギー使用の傾向管理や解析およびデータ収集の効率化のため、管理部
門と工場の現場担当者がシチズンデベロッパーとなり、現場DX活動としてシステム開発
の展開を進めています。0 2021 2022 2023 2024

■ ―
■ ★
■ ★★
■ ★★★
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■ ★★★★★
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工場のエネルギー効率化に関する取り組みとして全員参加による経営革新活動である
TCR（Total Cost Reduction）を通じて、仕事のやり方や設備運用の見直しを進めていま
す。工場におけるTCR活動では、エネルギー削減やプロセス効率化を通じて、 スコープ1
として5,649トンのCO2 削減を達成しました。この削減量はICP（インターナルカーボン
プライシング：168ドル／トン-CO2）換算で約1.4億円相当の経済価値に相当します。

再生可能エネルギー電力の購入も推進しています。購入電力における花王の2025
年の再生可能エネルギー化の割合はグローバルで 92%となりました。内訳は日本国内
97%、海外拠点87%です。2025年は特にフィリピンとベトナムでの再生可能エネルギー
の調達を推進しました。2025年の結果は2025年から花王グループに属する日本の伊
野紙株式会社が算定範囲に組み込まれたことを反映しています。花王は2023年に日本
国内の購入電力の再生可能エネルギー化100%達成を公表しました。当該達成宣言は、
当時の算定範囲（伊野紙株式会社を含まず）に基づくものです。今般、算定範囲の見直
しにより花王グループに属する伊野紙株式会社を新たに算定対象に組み入れた結果、当
社のグループ全体としての日本国内の購入電力の再生可能エネルギー化率は、2023年
97%、2024年97 %となります。当社は再生可能エネルギーの調達を引き続き積極的に
推進し、グループ全体での100%達成に向けた取り組みを進めます。 

使用電力における花王の2025 年の再生可能エネルギー化の割合はグローバルで
78%となりました。再生可能エネルギー電力の利用によるCO2 排出削減量は、380千ト
ンとなりました。引き続き、再生可能エネルギーの利用を推進していきます。

花王は、2006年にインターナルカーボンプライシングを導入して以降、省エネ設備や
低CO2 設備の導入、再生可能エネルギーの調達などを推進しています。本制度は、主に
スコープ1・2の排出量削減を促進することを目的として適用されており、現在は社内炭
素価格を168ドル／トン-CO2に設定しています。この制度を活用し、和歌山工場の温
水ヒートポンプ（2024年稼働）や、花王インダストリアル(タイランド)の太陽光発電設
備（2025年1月稼働）の導入などを採択し、省エネルギーな生産設備や脱炭素技術の積
極的な導入、電力の再生可能エネルギー化を進めました。

さらに、スペインに所在するケミカル事業の工場内に、バイオマスを熱利用するプラン

グローバルなバリューチェーンを構築している花王にとって、気候変動に起因する世界
各地での台風や洪水などといった自然災害の激甚化は自社のオペレーションに甚大な被
害をもたらし得るものであると認識しています。

これに適切に備えるために日本の工場、事務所、ロジスティクスセンターの水害リスク
評価を自治体が公開しているハザードマップをもとに実施し、その結果に応じたハード対
策案を2026年をめどに検討中です。また、海外の工場拠点でも自治体から洪水リスクや
高潮リスクが公開されていない拠点が多いため、自らリスク評価を実施し、対策が必要と
判断した拠点については、対策を検討または実施中です。海外工場の水害リスク評価は
2030年をめどに、海外工場の水害対策は2030年代完了を目指し対応中です。

2025年の既存拠点の評価の実施率は日本が100％、海外が60％、新規拠点の評価の
実施率は100％でした。

既存拠点の例として、河川からの洪水および高潮リスクが高いフィリピンのPKIでは、
工場拠点の立地する山側からの洪水リスクおよび台風起因で発生リスクのある海側から
の高潮リスクを評価し、2025年には正門、貨物門などに洪水対策として止水板設置を実
施しました。2026年には高潮対策として、船の受け入れ設備がある桟橋からの浸水対策
などを実施予定です。また、インドネシアの家庭品工場であるチカラン工場では、2025年
に近傍河川からの洪水リスクを評価し、敷地レベルが高いことから水害リスクが低いこと

生産（工場・事務所・ロジスティクスセンター）​
における取り組み（適応）

地域：グローバル

対応する戦略：⑥

・�花王、インドネシアの工場で花王グループ最大規模となる5.0MWの太陽光発電設備を稼働 
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2025/20250528-001/

・� 花王スペインとENGIE、バルセロナの花王ケミカル工場にバイオマス熱利用プラントを新設、カーボン・ゼロをめざす 
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2023/20230721-002/

トを新設したことにより、当該工場からのCO2 排出量を95%削減することが可能となり
ます。
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グローバルコンシューマーケア事業製品では、使用段階における節水・節電を実現す
る製品を展開し、生活者が日常生活の中でCO2 排出削減に貢献できるよう取り組んでい
ます。2025年に販売したグローバルコンシューマーケア事業製品における削減貢献量
は1,893千トンとなりました。

産業界向け製品（ケミカル事業製品）においても、顧客企業が使用する段階でCO2を
削減できる幅広い製品群を提供しています。具体的には、低温で定着しコピー機の電力

社会全体のCO2排出量削減に貢献する​
取り組み

地域：グローバル

対応する戦略：④⑤

花王は使用段階におけるCO2 排出削減に貢献する幅広い製品群を提供しています。
代表的な製品として、すすぎ1回を可能にした超濃縮タイプの衣料用洗剤や、すすぎ時
のお湯や水の使用量を削減するシャンプー、全身洗浄料、食器用洗剤などがあります。

衣料用洗剤では、洗濯1回あたりの製品ライフサイクル全体のCO2 排出量を約22％
削減できる「アタックNeo」を2009年に発売しました。さらに2019年には、花王史上
最高の洗浄基剤「Bio IOS®」を主成分とした衣料用濃縮液体洗剤「アタックZERO」を
発売しています。日本では、洗濯機に「すすぎ1回」ボタンが標準装備されるまでに至り、
洗濯スタイルそのものが変化しつつあります。

また、手洗い時の水使用量の削減を通じてCO2排出量を約10％削減できる全身洗浄料
「ビオレu ザ ボディ泡タイプ」など、日常生活の中で排出削減に寄与する製品を展開し
ています。

使用における取り組み（緩和）
地域：グローバル

対応する戦略：①④

2025年の日本国内における輸送時のCO2 排出量は98千トンとなり、2017年比で
0.2%減少となりました。排出量削減に向けて、一度に輸送する量の拡大や輸送距離の短
縮に加え、よりクリーンな輸送手段への転換としてモーダルシフトの取り組みを進めてい
ます。

また、内閣府が推進する戦略的イノベーション創造プログラムに参画し、ライオン株式
会社と協働してスマート物流に取り組み、2020年より定期輸送を開始しています。コスト
コホールセールジャパン株式会社と協働し、繰り返し使用可能な折りたたみコンテナ（循
環オリコン）を導入するとともに、回収・
再利用する取り組みを実施しています。キ
リンビバレッジ株式会社と協働し、2025
年2月から物流センターの間の往復輸送
を開始しています。

輸送における取り組み（緩和）
地域：グローバル

対応する戦略：①③

輸送時のCO2排出量の推移（日本）

※ 集計対象：花王（株）および（株）カネボウ化粧品
※ 保証対象はCO2排出量

■ CO2排出量　●  絶対量削減率
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・�花王とキリンビバレッジ、拠点間輸送の協業を開始 

https://www.kao.com/jp/newsroom/news/
release/2025/20250122-001/

・�花王とライオンが協働してスマート物流への取り組
みを開始 
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/
release/2020/20201222-002/

・�花王とコストコ、循環型梱包材として折りたたみコ
ンテナをテスト導入 
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/
release/2022/20220719-001/

がわかり、対策不要と判断しました。
新規拠点の2025年の対象カ所は1カ所でした。米国テキサス州の三級アミン工場がテ

キサス州の基準にのっとり水害リスク評価を実施済みです。 
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花王は、多様なステークホルダーとの対話と協働を深めています。自社の知見をス
テークホルダーと共有し、新たな価値を共創することで、社会全体の脱炭素を後押しし
ています。

【事例】
● �環境省が運営する「グリーン・バリューチェーンプラットフォーム」や「脱炭素経営ネッ

トワーク」に参加。花王のスコープ3に関する取り組み事例を提供し、企業のスコープ3
排出量算定に貢献。

● �環境省が進める「デコ活」に賛同し、脱炭素に向けた生活者のライフスタイル変革に貢
献。

● �「気候変動イニシアティブ」に参画し、国家政府以外の多様な主体が進める気候変動対
策の情報発信や意見交換を実施。

● �一般社団法人日本化学工業協会のLCAワーキンググループに委員として参加。自社の
カーボンライフサイクル分析（c-LCA）事例を公開し、化学製品によるCO2削減貢献を
社会に発信。

● ��CDPが運営する、サプライチェーンプログラムに16年連続で参加。サプライヤーの認識
向上、行動変容の促進に貢献。

ステークホルダーとの主な協働事例
地域：グローバル

対応する戦略：②③④⑤

脱炭素と資源循環の両立を目指し、使用済み紙おむつを焼却せずに再資源化する炭素
化リサイクル技術の開発と社会実装を進めています。炭素化によって体積を大幅に減ら
しつつ、新たな炭素資源としての価値創出につなげています。

2021年1月からは、西条市の保育施設などに炭素化装置を設置し、使用済み紙おむ
つを「半炭化物」に加工する実証実験を開始しました。その結果、体積を約20分の1に
削減できることが確認されており、生成された半炭化物については、燃料代替や炭素素
材としての活用を検討しています。

2025年10月1日には、上勝町ゼロ・ウェイストセンターに炭素化装置2号機を設置し、
住民が持ち込む使用済み紙おむつを処理する実証実験を開始しました。本装置は、西条
市に設置した1号機と比べて処理量を約30kgから50kgへと拡大するとともに、より少
ないエネルギーで処理可能な仕様となっています。生成された半炭化物は化石燃料の代
替利用を通じてCO2 排出削減を図っています。

併せて、廃棄時に排出されるCO2をカーボンニュートラル化できるバイオマス由来の
プラスチックや原料の活用についても取り組みを進めています。

廃棄・リサイクルにおける取り組み（緩和）
地域：グローバル

対応する戦略：①②

消費を抑えるトナー、低温で鋼板を洗浄・リンスが可能な燃料由来CO2 削減に資する洗
浄・リンス剤、洗浄工程における超純水や薬剤使用量を低減し排出削減に寄与するウェ
ハー洗浄剤、自動車用電線の軽量化を実現し燃費向上に貢献する被覆材用添加剤、低燃
費タイヤの性能を支える素材分散用添加剤、廃PET素材を原料にしたアスファルト改質
剤、機械部品輸送時におけるサビを防ぎ洗浄プロセスのCO2 排出量を削減する防錆洗浄
剤などがあります。これらの多様な製品を通じて、社会全体の排出削減を後押ししていま
す。なお、2025年に販売したケミカル事業製品による削減貢献量は2,592千トンとなり
ました。
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気候変動が進む中、花王では地球温暖化による影響を見据えた製品開発やサービス
提供を通じて、気候変動に適応する取り組みを強化しています。

具体的には、気温上昇に伴い夏場の期間が長期化することで需要が増加すると予想さ
れる制汗剤のほか、UVケア製品やセルフタンニング、忌避剤など、環境から肌を守るた
めの製品開発を推進しています。

また、肌の表面温度を下げられる冷却シー
トで暑熱リスクのある職場で働く方々をサ
ポートすることを目的に、法人向けの暑熱ケ
ア事業に参入しました。これらの製品は、日
常生活における快適性と健康維持をサポー
トするとともに、多様化するニーズに応える
ものです。

加えて、子どもの紫外線対策に関する啓発活動を、日本と香港を皮切りにアジアで拡
大します。この啓発活動は、子どもは外遊びや散歩などで紫外線を浴びる機会が多い一
方、日やけ止めの使用率が低いため取り組んでいるものです。併せて、子どもが楽しく使
用できる「ビオレ キッズスタンプUV」の展開も進めます。

さらに、自然災害の発生に備え、花王は避難生活における衛生維持に役立つ製品や日
用品の情報を発信するウェブサイト「そなえーる」を運営しています。このウェブサイト
では、衛生管理に欠かせない製品だけでなく、災害時に役立つ実用的な知識やアイデア
も紹介し、困難な状況下でも安心して生活を送るための支援を提供しています。

適応に対する取り組み
地域：日本

対応する戦略：⑥

・�花王、「ビオレの冷サポート」でBtoB暑熱ケア事業に本格参入 
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2025/20251210-004/

・�日やけ止め市場5年連続売上No.1 ブランド「ビオレUV」が子どもの紫外線対策啓発を強化 「おでかけ太陽の教室」を 
アジアで拡大 
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2026/20260217-001/

・�そなえーる 
https://www.kao.co.jp/hisaiji/

持続可能な社会の実現に貢献する企業姿勢を伝える取り組みとして、企業広告シリー
ズ「もったいないを、ほっとけない。」を2022年より展開しています。この広告シリーズ
は、花王の循環型社会に貢献する「ESG視点でのよきモノづくり」に根ざしたイノベーショ
ンや企業姿勢を「もったいないを、ほっとけない。」というメッセージでお伝えしています。
日々の生活における「もったいない」に焦点をあて、「もったいないを、ほっとけない。」を
呼びかけることで、生活者の皆さまが生活の中の小さな「もったいない」に気づき、その
解決に向けたアクションを起こすきっかけとなること、そしてその輪が社会全体に広がる
ことを目指しています。

2024 年は、企業広告「もったいなイン
タビュー排水口さん篇」を通して、水やお
湯を節水することが脱炭素につながるメッ
セージを発信しました。

生活者とのコミュニケーション
地域：グローバル

対応する戦略：④⑥
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ピリピナス花王の事業活動の最前線にある
サステナビリティ

サステナビリティは、国内外の法令や規制の遵守にとどまるものではありません。ま
た、企業としてのコミットメントや価値観を示す声明以上のものでもあります。特にピリ
ピナス花王（Pilipinas Kao, Inc., PKI）にとって、サステナビリティは成長、コスト管理、
リスク低減、価値創造、そして長期的な競争力を支える原動力です。

持続可能な原材料の調達、再生可能エネルギーの選択肢、廃棄物管理、その他の注目
すべきCO2 削減の取り組みに至るまで、これらはPKIの戦略目標における重要な要素と
なっています。

2025年には、PKIにESG部門が新設され、PKIの工場オペレーション担当バイスプレ
ジデント兼レジデントヘッドがその責任者に就任しました。同部門は、PKIの全部門にお
けるESG意識の向上、社員の参画促進、ならびに脱炭素化を含む会社の取り組みに関す
る遵守状況や進捗の十分な文書化・モニタリングを目的としています。

脱炭素化への道筋
花王が2040年までにカーボンゼロを達成することを目指す中、PKIも同様に意欲的な

ロードマップを策定し、2030年までに炭素排出量を55％削減し、最終的には花王の社
内スケジュールに沿ってカーボンゼロを達成することを目指しています。

当社は、工場における炭素排出の主な要因として、ディーゼル燃料の使用と購入電力
の2つを特定しました。PKIが2030年までに削減目標を達成するためには、蒸気ボイラー
におけるディーゼル燃料の使用を大幅に削減する必要があり、現在の消費量の約50％

に相当する削減が求められると認識しています。
化学品製造会社である当社の生産プロセスでは、多量の蒸気と熱の発生が必要です。

蒸気ボイラーにおけるディーゼル燃料の使用は、高い効率と迅速な蒸気発生を可能にす
る一方で、二酸化炭素および窒素酸化物の排出量が多く、環境に長期的な影響を及ぼし
ます。そのため当社では、炭素排出に対応するとともに一定のコスト削減にもつながる、
持続可能かつ実行可能なディーゼル燃料の代替手段について慎重に検討を進めていま
す。2030年までに最適な代替エネルギー源を導入することを目指しています。

フィリピンでは、化石燃料と再生可能エネルギーを組み合わせて発電が行われており、
なかでも石炭が最大の電源となっています。同国は地熱エネルギーにおいて世界をリー
ドする国の一つである一方、総電源構成の77〜79％を占める化石燃料に大きく依存し
続けています。再生可能エネルギーは限定的であり、一般的にはより高コストな選択肢
とされています。小売競争・オープンアクセス制度（Retail Competition and Open 
Access：RCOA）の下で、PKIは小売電力供給事業者（RES）を選択することができます。
こうした法的な選択肢があるものの、再生可能エネルギーの価格は従来型のエネルギー
源と比べて競争力が高いとはいえません。再生可能エネルギー供給に向けた現地事業者
との連携を進める一方で、PKIは2025年について、年間電力需要の100％に相当する
国際再生可能エネルギー証書（I-REC）を購入することを決定しました。

さらにPKIは、これまでに工場敷地内に屋上太陽光発電システムを設置しており、約
500kWの電力を発電しています。太陽光パネルは工場内の複数の場所に戦略的に配置

マリア・ウィルマ・ジャネット・
トゥアゾン
ピリピナス花王
財務・貿易担当バイスプレジデント

社員の声
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されており、事務所・管理棟の電力需要を一部支えています。長期的には、社内
で発電する太陽光発電量のさらなる拡大を目指しています。

ここ数年、PKIの炭素排出量削減につながる数々の省エネルギー施策を実施し
てきました。具体的には、各種生産プロセスにおける熱回収、蒸気使用量の削減、
回収した廃油の蒸気ボイラー燃料としての利用、照明設備の更新やインバーター
式設備の導入による電力消費量の削減などが挙げられます。

当社のサステナビリティへの取り組みは、工場オペレーション内の活動にとどま
りません。PKIは、完成品を積載したコンテナ輸送に伴う排出量を15％削減する
ため、混合バイオメタンを使用する特定の海運会社との協業を選択しました。こ
れにより大気質の改善にも寄与し、SOxを99％、NOxを92％、PM10を91％削
減しています。当社は、今後数年で排出量をさらに削減できると期待しています。

脱炭素化施策を現場レベルで実行することは極めて重要ですが、同時に当社
は、資源が効率的に使用されること、価格が競争力を有すること、実施が適用さ
れる法令および花王の基準に従って行われること、そしてPKIだけでなくすべて
のステークホルダーに対して合理的な保護と公平性が確保されることにも取り組
んでいます。

最終的に、強固なサステナビリティ戦略は、脱炭素化の取り組みやGHG排出
量の削減に限定されるべきではありません。社会にとって思慮深い選択を行うこ
と、世界をより健康で清潔なものにすること、そして特に事業を行い人々と関わる
うえで正しい道を歩むことといった、より広い目標と結びついているべきです。
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本画像を御支給願います

社外ステークホルダーからの期待と提言

花王の脱炭素の取り組みは、2040年カーボンゼロ、2050年カーボンネガティブという
長期ビジョンのもと、Scope1・2の削減や再生可能エネルギー導入の前倒しなど、着実
な実行力が評価されます。また、製品使用・廃棄段階まで含めたカーボンフットプリント
や削減貢献量の提示は、ライフサイクル全体での排出削減を志向する点で先進的です。

とりわけ特徴的なのは、環境対応を競争力の源泉と位置づけ、界面活性剤を中心とし
た基盤技術の進化を通じてそれを実現している点です。「すすぎ1回洗剤」や「コンパクト
製品」は、少量・短時間での洗浄を可能にし、使用段階の水・エネルギー消費を削減し
ています。また「詰め替え・つけかえ容器」は包装削減と物流効率化を同時に実現してお
り、製品設計そのものにライフサイクル思考が組み込まれています。これらは製品機能の
向上と環境負荷低減を両立させ、市場競争力と脱炭素を同時に達成する好例です。

今年度は、こうした製品起点の取り組みに加え、原材料調達におけるScope3削減、ネ
ガティブエミッション技術の検討、欧州政策との連携による環境価値の国際発信など、サ
プライチェーン全体への関与が進展している点が評価されます。特に持続可能な原料調
達やバイオマスプラント導入の取り組みは、上流段階での排出削減と自然資本の効果的
な運用を両立するものです。

一方で、LCAの観点からはさらなる深化が期待されます。第一に、カーボンフットプリ
ント削減および削減貢献量について、電気電子分野では国際規格が発行されており、国
際的に透明性の高い評価とすることが重要です。第二に、バイオマス原料の高度な利用に
伴い、炭素だけでなく生物多様性や水資源への影響を含めた統合的評価のもとでマテリ
アリティが設定されるべきです。第三に、適応型製品についても、緩和とのトレードオフを

含めたライフサイクル全体での定量評価が期待されます。
総じて、花王の取り組みは製品イノベーションを核に、消費者行動、グローバルサプラ

イチェーン、政策へと波及する先進的なものです。今後はLCAに基づく定量的・統合的
評価をさらに高度化し、環境対応を競争優位へと昇華して新たな価値創造へとつなげる
ことが期待されます。

伊坪 徳宏 氏 
早稲田大学理工学術院
創造理工学部環境資源工学科 教授

花王における脱炭素に向けた​
活動に対するコメント

昨年のご意見を受けて
花王は、2040年カーボンゼロ、2050年カーボンネガティブの実現に向け、科学

的根拠に基づく脱炭素戦略を推進しています。教授のご指摘を踏まえ、今後さらに
取り組みを深化させてまいります。
1.  ネガティブエミッションの早期実装について
　花王は、社内外の研究機関との連携を強化し、製造工程から得られるバイオマス
副産物を活用した炭素固定など、花王らしいネガティブエミッション技術の確立を目
指します。
2. 原材料調達におけるサプライチェーン強化について
　Scope3削減の重点領域である原材料調達において、持続可能なパーム油の調達
や非可食部位の有効活用、土壌炭素貯留に資する原料調達の仕組みづくりを進めて
います。生産地との直接対話を通じたトレーサビリティの向上に加え、サプライヤー
との共創を通じて、調達段階の排出削減を加速します。
3. 欧州政策との連携による環境価値の発信について
　日本発の環境技術である「すすぎ1回」「コンパクト製品」「詰め替え・つけかえ容器」
などの価値を国際的に発信しています。現地の政策対話や業界団体との協働を通じ、
花王の環境技術がグローバルな基準策定に反映されるよう積極的に取り組みます。
4. 気候変動適応型製品・技術の開発と発信について
　衛生、素材、製剤技術を基盤に、気候変動の影響下でも人々の健康と生活の質を
守る製品群を拡充しています。農業・建築・インフラ分野への展開可能性を視野に、
LCAに適応効果の評価指標を導入する検討も進めています。今後は、緩和と適応を
両輪とした環境価値創出を通じて、社会のレジリエンス向上に貢献していきます。
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